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学校番号 1203 

令和 5年度 芸術科（工芸） 

 

教科 芸術 科目 工芸Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・工芸Ⅰ・Ⅱで学んだ知識を活かしつつ造形表現における発展的な技術、技法を学習し、椅子な

どの大きな作品の制作をします。 

・クラスメイトと作品を見せ合い評価しあう中で、互いの違いを認め合うだけでなく、他の時代

や文化から発生した作品にも共感し、表現に対する理解を深めます。 

・学習の到達度は、授業で配布するワークシートや実技テストで評価します。 

 

２ 学習の到達目標 

工芸の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり工芸を愛好する心情を育て

るとともに、感性を高め、創造的な表現や工芸に関する技術などの能力を伸ばし、工芸の伝統と

文化についての理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法)  
観

点 

a:工芸への 

関心・意欲・態度 

b:発想や 

構想の能力 
c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

工芸の創造活動の喜

びを味わい、工芸や

工芸の伝統と文化に

興味を持ち、主体的

に表現や鑑賞の創造

活動に取り組もうと

する。 

感性や想像力を働か

せて、心豊かな発想を

し、よさや美しさなど

を考え制作の構想を

練っている。 

創造的な工芸の制作

をするために必要な

技能を身につけ、表

現方法を工夫してい

る。 

工芸や工芸の伝統と

文化を幅広く理解

し、そのよさや美し

さを創造的に味わっ

ている。 

評
価
方
法 

授業態度の観察 

レポート 

ワークシート 

授業態度の観察 

レポート 

ワークシート 

提出作品 

授業態度の観察 

レポート 

ワークシート 

提出作品 

授業態度の観察 

レポート 

ワークシート 

提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
A b c d 

１ 

 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

授業のきまり 

内容説明 

教材配布 

 

 

 

○ ○   a:授業のきまりや流れを

積極的に理解するよう

取り組めた。 

b:説明を受け止め、指示通

り教材に記名し適切に

収納できた。 

・授業態度の

観察 

・ワークシー

ト 

木
材
工
芸
（
椅
子
） 

素材の特性を知る 

刃物の使い方 

道具の使い方 

 

 

○ ○ ○ ○ a:木材の特性を知り、積極

的に取り組むことができ

ている。 

b:自分の感性や知識を活

かし、効果的に表現するこ

とができた。 

c:意図に応じて木工制作

の材料や用具を活用、創意

工夫して制作している。 

d: 生活や社会を豊かにす

る工芸の働きについての

理解を深めている。 

・授業態度の

観察 

・ワークシー

ト 

・提出作品 

・レポート 

高
校
展
レ
ポ
ー
ト
（
鑑
賞
） 

大阪府内の美術館等で

開催される高校展を鑑

賞し、感想を述べる。 

 

 

 

 

   ○ d:美術・工芸作品などの表

現の工夫を理解し、そのよ

さを感じ取り自分のこと

ばで表現することができ

た。 

・レポート 
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２ 陶
芸
（
轆
轤
） 

陶芸の性質、技能につい

て学ぶ 

作品の意図、表現の工夫

を感じ取り味わう。 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a:使う人の状況や心情を

もとにして課題意識を持

ち、主体的に発想して制作

の構想を練ったり、制作方

法を理解し、創意工夫して

制作したりしようとして

いる。 

b:社会における有用性や

機能と美しさとの調和を

考えて制作の構想を練っ

ている。 

c:制作意図や表現方法に

応じて陶芸の材料や用具、

手順や技法などを検討し、

創造的に制作している。 

d:生活や社会を豊かにす

る工芸の働きについての

理解を深める。 

・授業態度の

観察 

・ワークシー

ト 

・提出作品 

・レポート 

３ 金
属
工
芸
（
錫
の
鋳
造
） 

金属の特性について 

金属工芸の技法を理解

する 

作品の制作 

○ ○ ○ ○ a:自己の体験や夢などか

ら用途と美しさの調和を

求め、ペーパーウェイトを

制作することに関心を持

ち、主体的に発想して政策

の構想を練ったり、材料や

用具、手順、技法などを検

討し、創造的に製作したり

しようとしている。 

b: 日本の伝統的な表現の

よさや素材の特性、表現の

多様性などを生かして制

作の構想を練っている。 

c:意図に応じて金工制作

の材料や用具を活用する

など手順や技法などを吟

味し、創意工夫して制作し

ている。 

d: 発想や構想の独自性を

分析し工芸の働きについ

ての理解を深めている。 

・授業態度の

観察 

・ワークシー

ト品 

・提出作品 

・レポート 
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※ 表中の観点について a:工芸への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


